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論文内容の要旨

本論文は，スタンダードセル L S 1 の配置配線に関する研究をまとめたもので，以下の 6 章から構成される。

第 1 章では， VL S 1 の計算機援用設計，特に配置配線設計に関するこれまでの研究と課題について述べ，本研究

の背景，目的を明らかにするとともに，研究内容と成果について概説している。

第 2 章では本研究で対象とするスタンダードセル L S 1 設計方式の概要とレイアウト問題について述べ，本論文で

扱う問題の定式化を行っている。

第 3 章ではスタンダードセノレVLSI の配置設計の品質を劣化させないクラスタリンク。手法について述べているO

まず，クラスタを繰り返し処理で成長させるクラスタリング算法を使って各成長段階のクラスタ聞の接続構造の変化

をフラクタル次元解析により調べ，ついで，最適なクラスタを成長させる算法を提案し，さらに，従来手法との比較

実験を行い，配置設計の高速化と品質向上が達成されたことを示している o

第 4 章では配置処理自体の高速化と質の向上を図るためのスタンダードセル配置最適化手法について考察しているo

まず，多数要素から構成された物理問題(多体系問題)を統計的に解く際に用いられる分子場近似法から派生した配

置改善領域(スポット)の限定と局所解に陥らない冗長性(ゆらぎ:トレンプリング)を合わせたトレンプリング・

スポットチェック法について考察し，ついで，本手法と従来のシミュレーテド・アニーリング法とを比較し，高速化

と品質向上が達成されたことを示している。

第 5 章では配線設計の高性能化のためのスタンダードセルチャネル配線手法について考察しているO まず，大局的

近似解を得るためのシミュレーテド・アニーリング法とコンパクション法を用いたチャネル配線法を考察し，ついで，

シミュレーテド・アニーリング法を高速化する手法も提案し，さらに従来手法との比較実験を行い，高速化と品質向

上が実現されたことを示しているO

第 6 章では，本研究で得られた成果を要約し，今後に残された課題について述べているO

論文審査の結果の要旨

本論文は，スタンダードセル L S 1 の配置配線に関する研究をまとめたもので，以下の成果を得ているO
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(1) スタンダードセルV 1 S 1 の配置設計の品質を劣化させないクラスタリンク。手法について考察しているo 本手法

の特徴は，クラスタを繰り返し処理で成長させるクラスタリング算法の各成長段階におけるクラスタ聞の接続構造

の変化を見るためにフラクタル次元の概念、を導入していることであり，最適なクラスを成長を図る本手法がレイア

ウト設計に対して実用上有効であることを示しているo

(2) 配置処理自体の高速化と質の向上を図るためのスタンダードセル配置最適化手法について考察し，多数要素から

構成された物理問題(多体系問題)を統計的に解く際に用いられる分子場近似法から派生した配置改善領域(スポッ

ト)の限定と局所解に陥らない冗長性(ゆらぎ:トレンプリング)を合わせたトレンプリング・スポットチェック

法により，従来のシミュレーテド・アニーリング法に対して，高速化と品質向上が達成されたことを示しているo

(3) 配線設計の高性能化のためのスタンダードセルチャネル配線問題の最適化手法について考察し，大局的近似解を

得るためのシミュレーテド・アニーリング法とコンパクション法を用いた高速化手法をあわせて提案し，従来手法

との比較実験を通じて高速化と品質向上が実現されたことを示しているo

以上のように，本論文は，スタンダードセル L S 1 の配置配線に関する多くの有用な研究成果をあげており，スタ

ンダードセル L S 1 のレイアウト設計の分野に寄与するところが大である。よって，本論文は，博士論文として価値

あるものと認める。
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